
 
 

 
 

 
練馬ならではの都市文化を楽しめるまち 

 
 
●５年後（平成35年度末）の目標 

みどり豊かなまちの中で、都心に行かずとも身近に楽しめる文化芸術活

動が、ハードのまちづくりと一体となって展開される。こうした73万人の住

宅都市にふさわしい、練馬ならではの都市文化を花開かせる 

 
●現状・課題 

練⾺区はみどり豊かな住宅都市だからこそ、豊かな⽂化芸術が花開く可能性があります。
区内には美術館や⽂化センター、芸術系大学があり、著名な⽂化人も多く居住しています。
この可能性を現実のものとするためには、⺠間の人材を活かした⾃由な発想が必要です。区
はこれまで、練⾺薪能や真夏の音楽会、花火フェスタなど、独創的で発信⼒のある新たな企
画に取り組んできました。多くの区⺠が毎年の開催を期待し、さらに区⺠⾃ら⽂化活動に参
加する機運も高まっています。 

区⽴美術館や⽂化センターは、開館から 30 年以上が経ち、改修が必要となっています。
特に、優れた企画により好評な美術館は、7,000 点を超える収蔵品の活用や大規模企画
展の開催にはスペースが不⾜しています。 

また、区内撮影所では、日本映画の黎明期から現在に至るまで数多くの作品がつくられ
てきました。日本初の⻑編アニメ映画「⽩蛇伝」も練⾺から生まれ、アニメーションの発祥地と
もなっています。このような区の歴史を「映像⽂化のまちづくり」に活かしていくことが期待されて
います。 
 
●５か年（平成31～35年度）の取組 

１ みどり豊かなまちと一体となった練馬独自の新しい美術館の創造 
新しく就任した秋元雄史美術館⻑のもと、みどり豊かな都市の環境を活かした、新しい

美術館へと生まれ変わらせます。サンライフ練⾺など周辺の区⽴施設と合わせて大胆に美
術館を拡張し、収蔵コレクションや優れた作品の大規模企画展、重要⽂化財や国宝など
も鑑賞できる場へと整備します。美術の森緑地と商店街・駅へ続く動線を一体化して、美
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術館を核とした街並みを実現します。 
 
２ 四季を感じ、誰もが楽しめる年中⾏事を開催 

春の「こぶしハーフマラソン」に始まり、「真夏の音楽会」は、日本有数のフルオーケストラ
によるクラシック演奏を楽しめるようにします。光と音がねりまの夏の夜を彩る「花火フェスタ」、
秋の夜には、石神井の森を借景とした「みどりの風 練⾺薪能」、冬は、国籍、障害、年
齢を超えて誰もが参加し楽しめる「ユニバーサルコンサート」や「ユニバーサルスポーツフェステ
ィバル」を開催します。 

また、「こどもアートアドベンチャー」など子どもや若者たちが⽂化芸術に触れて、楽しめる
機会の充実、「区⺠⽂化祭」など区⺠が⾃ら参加する⽂化活動の⽀援に引き続き取り組
みます。 

 
３ ねりまの歴史を活かした映像文化のまちづくり 

 「映像⽂化のまち構想」を策定し、映画やアニメなどの映像⽂化をテーマとした、ソフ
ト・ハードが一体となった夢のあるまちづくりに取り組みます。 

区内三大学、石神井公園ふるさと⽂化館、東映アニメーションミュージアムなどが、⺠間
人材の発想を活かした独創的なイベントを新たに開催します。 

また、大泉学園駅周辺に映像⽂化にかかわるギャラリーを整備するほか、鉄道事業者
や映像関連企業と協働し、映像⽂化をテーマとした新たなまちづくりに取り組みます。 

 
４ 練馬の魅⼒を効果的に発信 

世界都市農業サミット、練⾺のみどりなど、魅⼒あるイベントやスポットを区内外に情報
発信するため、無料公衆無線ＬＡＮの整備を拡大します。 

また、地域ごと、⽬的別に合わせた⾒どころを巡るコースやマップを作成します。 
 

 
 
 


